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は
じ
め
に

額
面
金
額
の
引
上
げ

株
式
の
併
合
・
分
割

額
面
株
式
と
無
額
面
株
式

端
株
制
度

単
位
株
制
度

自
己
株
規
制

は
じ
め
に

昭
和
五
六
年
六
月
九
日
公
布
さ
れ
た
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
改
正
法
と
い
う
）
は
、
そ
の
一
部
を
除
き
昭
和
五
七
年

一
〇
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。
今
回
の
改
正
は
、
株
式
会
社
の
株
式
制
度
、
会
社
の
機
関
、
計
算
・
公
開
に
わ
た
る
大
改
正
で
あ
る
が
、
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本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
株
式
制
度
の
改
正
の
み
を
取
り
上
げ
る
。

　
株
式
会
社
法
は
、
そ
の
制
定
以
来
、
会
社
の
規
模
等
に
よ
り
区
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
す
べ
て
の
会
社
に
一
様
に
適
用
さ
れ
て
き
た
。

た
だ
、
日
刊
新
聞
紙
の
発
行
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
及
び
有
限
会
社
の
株
式
及
び
持
分
の
譲
渡
の
制
限
等
に
関
す
る
法
律
、
銀
行
法

（
無
額
面
株
式
の
発
行
禁
止
等
）
等
の
特
別
法
に
よ
っ
て
特
定
の
業
種
に
、
あ
る
い
は
日
本
航
空
株
式
会
社
法
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
日

本
航
空
株
式
会
社
等
の
特
殊
会
社
に
つ
い
て
、
個
別
に
異
な
る
取
扱
い
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
昭
和
四
九
年
に
制
定
さ

れ
た
株
式
会
社
の
監
査
等
に
関
す
る
商
法
の
特
例
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
は
じ
め
て
、
資
本
の
額
に
よ
る
大
小
会
社
の
区
分
が
な
さ
れ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
監
査
役
の
権
限
等
に
差
異
が
生
ず
る
に
至
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
今
回
の
改
正
に
お
い
て
は
、
そ
の
附
則
に
よ
っ
て
で
は
あ
る
が
、
証
券
取
引
所
に
上
場
さ
れ
て
い
る
株
式
を
発
行
す
る
会

社
に
お
け
る
株
主
の
権
利
等
に
つ
い
て
、
特
別
な
取
扱
い
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
端
株
の
制
度
と
共
に
、
改
正

法
施
行
後
の
株
式
制
度
は
、
極
め
て
複
雑
な
も
の
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
改
正
法
施
行
後
の
株
式
制
度
を
概
観
す
る
と
共
に
、
新
制

度
に
対
す
る
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

二
　
額
面
金
額
の
引
上
げ

　
明
治
三
二
年
現
行
商
法
の
制
定
以
来
昭
和
二
三
年
に
分
割
払
込
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
株
式
の
金
額
は
、
分
割
払
込
の
場
合
は
最

低
五
〇
円
、
一
時
に
株
金
の
全
額
を
払
込
む
場
合
は
最
低
二
〇
円
で
（
旧
商
一
四
五
条
二
項
）
、
ほ
と
ん
ど
の
会
社
に
お
い
て
は
、
金
額

五
〇
円
の
株
式
が
発
行
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
昭
和
二
五
年
の
改
正
に
よ
り
額
面
株
式
の
最
低
額
は
五
〇
〇
円
に
引
上
げ
ら
れ
た
（
商



二
〇
二
条
二
項
）
の
で
、
そ
の
後
設
立
さ
れ
た
会
社
の
株
式
は
、
ほ
と
ん
ど
が
一
株
五
〇
〇
円
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
改
正
は
、
改
正

法
施
行
後
に
設
立
さ
れ
た
会
社
の
み
に
適
用
さ
れ
、
既
存
の
会
社
の
株
式
に
つ
い
て
は
、
額
面
引
上
げ
は
強
制
さ
れ
ず
、
商
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
施
行
法
一
〇
条
に
よ
っ
て
、
株
式
併
合
に
よ
り
額
面
五
〇
〇
円
以
上
の
株
式
と
す
る
途
は
開
か
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
が
、

ほ
と
ん
ど
の
会
社
は
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
改
正
後
に
設
立
さ
れ
た
一
株
五
〇
〇
円
の
株
式
を
発
行
す
る
会
社
の
株
式

が
上
場
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
五
〇
〇
円
の
株
式
は
五
〇
円
の
株
式
に
価
格
面
で
割
負
け
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
上
場
会
社
が
旧

法
当
時
に
設
立
さ
れ
た
一
株
五
〇
円
の
会
社
に
吸
収
合
併
さ
れ
る
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
、
実
質
上
の
株
式
分
割
を
行
う
会
社
ま
で
現
れ

る
に
至
っ
た
Q

　
そ
ん
な
関
係
で
、
僅
か
の
例
外
を
除
い
て
、
昭
和
二
五
年
改
正
法
施
行
前
の
会
社
の
株
式
は
一
株
五
〇
円
、
施
行
後
の
会
社
の
株
式
は

五
〇
〇
円
と
い
う
こ
と
で
推
移
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
株
主
数
の
少
な
い
会
社
に
お
い
て
は
、
額
面
金
額
の
大
小
は
、
別
に
大
し
た
間

題
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
株
主
数
の
多
い
上
場
会
社
に
お
い
て
は
、
株
券
の
発
行
枚
数
も
多
く
、
株
式
の
移
動
も
頻
繁
で
、
小
株
主
も

多
数
生
ず
る
と
こ
ろ
か
ら
、
貨
幣
価
値
の
下
落
し
た
今
日
、
そ
の
株
主
管
理
に
要
す
る
費
用
が
増
大
し
、
投
資
単
位
と
し
て
の
一
株
の
金

額
の
引
上
げ
が
必
要
と
な
っ
て
来
た
。

　
そ
こ
で
、
今
回
の
改
正
に
お
い
て
は
、
設
立
に
際
し
て
発
行
す
る
額
面
株
式
の
一
株
の
金
額
を
五
万
円
以
上
と
し
（
改
正
法
一
六
六
条

二
項
）
、
額
面
の
引
上
げ
を
図
る
一
方
、
商
法
二
〇
二
条
二
項
の
額
面
株
式
の
最
低
金
額
の
規
定
は
削
除
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
会
社
設
立

後
に
株
式
分
割
に
よ
り
額
面
金
額
を
五
万
円
未
満
の
額
と
す
る
こ
と
は
可
能
で
は
あ
る
が
、
一
株
当
り
の
純
資
産
額
が
五
万
円
以
上
で
あ

る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
（
改
正
法
二
九
三
条
ノ
四
、
二
九
三
条
ノ
三
第
二
項
後
段
）
の
で
、
著
し
く
低
額
面
の
株
式
が
発
行
さ
れ
る
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こ
と
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
改
正
法
施
行
前
に
設
立
さ
れ
た
会
社
の
株
式
に
つ
い
て
は
、
前
回
と
同
様
額
面
引
上
げ
は
強
制
さ
れ
な
い

（
改
正
法
二
九
三
条
ノ
三
ノ
三
に
よ
り
株
式
併
合
に
よ
る
引
上
げ
は
可
能
で
あ
り
、
引
上
げ
が
望
ま
し
い
）
の
で
、
依
然
と
し
て
、
額
面

五
〇
円
、
五
〇
〇
円
、
そ
の
他
額
面
五
万
円
未
満
の
株
式
は
、
改
正
法
施
行
後
も
存
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
上
場
会
社
の
株
式

に
つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
額
面
引
上
げ
の
必
要
が
あ
る
の
で
、
新
た
に
単
位
株
制
度
（
改
正
法
附
則
一
五
条
な
い
し
二
一
条
）
を
設

け
、
暫
定
的
に
額
面
引
上
げ
と
同
一
の
効
果
を
も
た
せ
、
一
定
の
時
期
に
株
式
併
合
に
よ
る
額
面
引
上
げ
を
強
制
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
従
っ
て
、
改
正
法
施
行
後
の
会
社
の
株
式
を
額
面
金
額
で
区
別
す
る
と
、
次
の
と
お
り
と
な
る
。

⑦⑥⑤④③②①更
に
、

の
と
お
り
と
な
る
。

①
一
〇
〇
〇
株
（
額
面
五
〇
円
の
株
式
を
発
行
す
る
会
社
の
大
部
分
）

二
〇
円
以
上
五
〇
円
未
満
の
額
（
昭
和
二
五
年
改
正
法
施
行
前
の
会
社
で
数
は
少
な
い
）

五
〇
円
（
昭
和
二
五
年
改
正
法
施
行
前
の
会
社
の
大
部
分
）

五
〇
円
を
超
え
五
〇
〇
円
未
満
の
額
（
昭
和
二
五
年
改
正
法
施
行
前
の
会
社
で
数
は
少
な
い
）

五
〇
〇
円
（
昭
和
二
五
年
改
正
法
施
行
後
の
会
社
の
大
部
分
）

五
〇
〇
円
を
超
え
る
額
（
昭
和
二
五
年
改
正
法
施
行
後
の
会
社
で
数
は
少
な
い
）

五
万
円
（
昭
和
五
六
年
改
正
法
施
行
後
の
会
社
の
大
部
分
）

五
万
円
未
満
又
は
五
万
円
を
超
え
る
額
（
昭
和
五
六
年
改
正
法
施
行
後
の
会
社
で
数
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
）

　
昭
和
五
六
年
改
正
法
施
行
前
の
会
社
の
う
ち
、
上
場
会
社
に
つ
い
て
は
単
位
株
制
度
が
と
ら
れ
、
一
単
位
の
数
と
し
て
は
、

次



　
②
　
一
〇
〇
株
（
額
面
五
〇
〇
円
の
株
式
を
発
行
す
る
会
社
の
大
部
分
）

　
③
　
そ
の
他
（
額
面
二
〇
円
の
株
式
を
発
行
す
る
会
社
お
よ
び
値
嵩
株
の
発
行
会
社
の
一
部
で
数
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
）

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
株
式
は
、
別
に
法
律
で
定
め
る
一
定
の
時
期
（
未
定
）
に
、
株
式
併
合
に
よ
る
額
面
引
上
げ
が
強
制
さ
れ
（
附
則

一
五
条
一
項
）
、
額
面
五
万
円
又
は
そ
の
他
の
金
額
（
額
面
五
万
円
に
な
る
も
の
が
大
部
分
と
思
わ
れ
る
）
と
な
る
。

　
以
上
に
お
い
て
、
無
額
面
株
式
に
つ
い
て
は
全
然
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
に
無
額
面
株
式
が
加
わ
る
と
、
改
正
法
施
行
後
の
株
式
制

度
は
、
ま
す
ま
す
複
雑
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
改
正
が
、
上
場
会
社
に
お
け
る
株
式
単
位
の
引
上
げ
が
主
眼
で
あ
り
、
実
務

上
こ
の
よ
う
な
方
法
以
外
に
実
行
が
不
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
や
む
を
え
な
い
と
も
思
わ
れ
る
。

三
　
株
式
の
併
合
・
分
割

　
株
式
の
併
合
は
、
減
資
お
よ
び
合
併
の
場
合
に
の
み
な
し
得
る
と
す
る
の
が
従
来
の
通
説
で
あ
り
、
そ
の
後
昭
和
二
五
年
の
額
面
引
上

げ
に
伴
い
、
商
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
施
行
法
一
〇
条
に
よ
っ
て
、
旧
法
に
よ
っ
て
成
立
し
た
会
社
が
、
額
面
五
〇
〇
円
未
満
の
株

式
を
額
面
五
〇
〇
円
以
上
の
株
式
と
す
る
た
め
の
株
式
併
合
が
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

　
今
回
の
改
正
に
お
い
て
は
、
前
回
の
額
面
引
上
げ
の
場
合
と
同
様
に
、
新
設
会
社
に
お
い
て
は
、
設
立
に
際
し
て
発
行
す
る
額
面
株
式

の
一
株
の
金
額
は
五
万
円
以
上
と
さ
れ
た
が
、
改
正
法
施
行
前
に
成
立
し
た
会
社
に
つ
い
て
の
額
面
引
上
げ
は
強
制
さ
れ
て
い
な
い
（
た

だ
し
、
上
場
会
社
の
株
式
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
単
位
株
制
度
が
強
制
さ
れ
る
）
。
そ
し
て
、
前
記
施
行
法
一
〇
条
と
同
趣
冒
で
、
株
式

単
位
引
上
げ
の
た
め
の
株
式
併
合
に
関
す
る
二
九
三
条
ノ
三
ノ
三
の
規
定
が
新
設
さ
れ
、
施
行
法
一
〇
条
は
削
除
さ
れ
た
。
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改
正
法
二
九
三
条
ノ
三
ノ
三
第
一
項
に
よ
れ
ぽ
、
一
株
当
り
の
純
資
産
額
が
五
万
円
未
満
の
会
社
は
、
株
主
総
会
の
特
別
決
議
に
よ
り
、

そ
の
額
を
五
万
円
以
上
に
す
る
た
め
株
式
併
合
を
な
す
こ
と
が
で
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
条
は
、
新
設
会
社
の
設
立
に
際
し
て
発

行
す
る
額
面
株
式
の
最
低
券
面
額
お
よ
び
無
額
面
株
式
の
最
低
発
行
価
額
が
五
万
円
と
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
既
存
の
会
社
の
株
式
併
合
に

よ
る
額
面
引
上
げ
を
五
万
円
以
上
と
す
る
と
共
に
、
後
述
の
株
式
分
割
等
に
よ
る
歯
止
め
を
一
株
当
り
の
純
資
産
額
五
万
円
と
し
た
こ
と

（
改
正
法
二
九
三
条
ノ
四
、
二
九
三
条
ノ
三
、
二
九
三
条
ノ
三
ノ
ニ
、
二
八
○
条
ノ
九
ノ
ニ
）
、
お
よ
び
額
面
株
式
と
無
額
面
株
式
の
接
近

を
は
か
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
規
定
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
前
記
施
行
法
一
〇
条
に
よ
れ
ば
、
資
本
に
欠
損
が
あ
っ
て
、
一
株
当
り
の
純
資
額
が
券
面
額
未
満
に
な
っ
て
い
て
も
、
株
式
併
合
に
よ

り
単
純
に
額
面
金
額
の
引
上
げ
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
改
正
法
施
行
後
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
併
合
後
の
一
株
当
り
の
純

資
産
額
が
五
万
円
以
上
と
い
う
制
約
が
あ
る
た
め
、
一
株
の
金
額
を
五
万
円
を
超
え
る
金
額
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
格
別
、
額
面
金
額
を
五

万
円
に
す
る
た
め
に
は
、
減
資
を
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
ず
、
ま
た
、
債
務
超
過
の
会
社
に
お
い
て
は
、
株
式
併
合
は
で
き
な
い
こ
と
に
注
意

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
今
回
の
改
正
法
で
特
筆
す
べ
ぎ
こ
と
は
、
二
九
三
条
ノ
三
ノ
三
第
二
項
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
株
式
併
合
の
場
合
に
は
、
旧
株
券
は
一

定
の
期
問
内
に
す
べ
て
会
社
に
提
出
し
、
新
株
券
と
引
換
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
提
出
期
間
経
過
後
は
、
旧
株
券
は
す
べ
て
無
効
と

な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
従
来
の
規
定
を
改
正
し
、
併
合
に
適
す
る
数
を
記
載
し
た
株
券
は
会
社
に
提
出
す
る
こ
と
を
要
せ
ず
、
こ
れ
を

併
合
後
の
株
式
の
数
を
記
載
し
た
株
券
と
み
な
す
こ
と
が
で
ぎ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
額
面
五
〇
円
の
株
式
一
〇
〇
〇
株
を
併
合

し
て
額
面
五
万
円
の
株
式
一
株
と
す
る
と
き
、
旧
一
〇
〇
〇
株
券
は
新
一
株
券
と
し
て
、
旧
一
万
株
券
は
新
一
〇
株
券
と
し
て
、
有
効
に



流
通
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
株
式
併
合
の
手
続
中
も
、
株
式
の
取
引
が
中
断
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
株
券
交

換
手
続
に
要
す
る
費
用
の
節
減
に
も
な
り
、
有
益
な
改
正
規
定
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
規
定
の
新
設
に
伴
い
、
旧
株
券
と
新
株
券
の
混
同
誤
認
を
防
止
す
る
た
め
、
株
券
の
記
載
事
項
の
改
正
が
な
さ
れ
た
。
株
券
に
は
、

そ
の
発
行
年
月
日
と
株
式
の
数
が
記
載
事
項
と
し
て
追
加
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
改
正
法
二
二
五
条
）
。
も
ち
ろ
ん
、
従
来
の
株
券
は
そ
の

ま
ま
有
効
で
あ
っ
て
、
そ
の
記
入
の
た
め
に
提
出
を
求
め
る
必
要
は
な
い
（
附
則
五
条
）
。

　
次
に
株
式
の
分
割
で
あ
る
が
、
改
正
法
は
額
面
株
式
の
最
低
金
額
の
制
度
を
廃
止
し
た
の
で
、
従
来
の
よ
う
に
、
超
値
嵩
株
の
株
式
分

割
が
、
最
低
券
面
額
の
制
約
の
た
め
に
で
ぎ
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
く
な
っ
た
が
、
こ
れ
を
無
制
限
に
認
め
る
と
、
折
角
設
立
時

の
株
式
単
位
を
五
万
円
以
上
と
し
た
こ
と
が
無
に
帰
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
分
割
後
の
一
株
当
り
の
純
資
産
額
が
五
万
円
以
上
と
な
る

よ
う
歯
止
め
が
な
さ
れ
た
（
改
正
法
二
九
三
条
ノ
四
、
二
九
三
条
ノ
三
第
二
項
後
段
）
。

　
ま
た
、
株
式
併
合
の
場
合
と
同
様
に
、
分
割
に
よ
り
株
券
提
出
を
要
す
る
場
合
に
お
い
て
、
分
割
に
適
す
る
株
式
の
数
を
記
載
し
た
株

券
は
、
会
社
に
提
出
す
る
こ
と
を
要
せ
ず
、
分
割
後
の
株
式
の
数
を
記
載
し
た
株
券
と
み
な
す
こ
と
も
で
ぎ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
改
正
法

二
九
三
条
ノ
四
第
二
項
、
二
九
三
条
ノ
三
ノ
三
第
二
項
）
。

四
　
額
面
株
式
と
無
額
面
株
式

　
無
額
面
株
式
は
、
昭
和
二
五
年
の
改
正
で
、
ア
メ
リ
カ
法
に
な
ら
っ
て
新
し
く
取
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
わ
が
国
で
は
あ
ま
り

普
及
せ
ず
、
現
在
上
場
会
社
で
発
行
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
僅
か
に
三
菱
倉
庫
、
住
友
金
属
工
業
、
玉
井
商
船
、
日
立
造
船
（
優
先
株
）
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の
四
社
に
過
ぎ
な
い
（
富
士
観
光
は
株
式
併
合
減
資
に
よ
り
額
面
株
式
と
な
る
）
。
学
者
・
証
券
界
で
は
、
無
額
面
株
式
の
理
論
的
優
位

性
を
鵡
調
す
る
が
、
発
行
会
社
に
お
い
て
は
、
ω
額
衙
株
式
が
額
面
額
未
満
の
発
行
を
禁
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
に
新
株
発
行
が
で
き
な
い

と
き
で
も
、
無
額
面
株
式
な
ら
新
株
発
行
が
で
ぎ
る
性
質
か
ら
、
無
額
面
株
式
の
発
行
に
よ
り
会
社
の
信
用
が
低
下
す
る
こ
と
を
お
そ
れ
、

ω
額
面
株
式
と
無
額
面
株
式
の
相
互
転
換
が
で
き
る
か
ど
う
か
疑
問
視
さ
れ
、
⑥
時
価
に
よ
る
新
株
発
行
に
お
い
て
、
額
面
株
式
な
ら
額

面
金
額
の
み
が
資
本
の
額
と
な
る
の
に
、
無
額
面
株
式
で
は
発
行
価
額
の
最
低
四
分
の
三
が
資
本
の
額
と
さ
れ
、
資
本
の
額
が
大
き
く
な

り
過
ぎ
る
、
な
ど
の
点
か
ら
、
無
額
面
株
式
の
発
行
は
敬
遠
さ
れ
て
き
た
。

　
㈲
の
点
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
一
年
の
改
正
に
よ
っ
て
、
株
主
に
よ
る
額
面
株
式
と
無
額
面
株
式
の
相
互
転
換
講
求
権
（
た
だ
し
、
無

額
面
株
式
か
ら
額
面
株
式
へ
の
転
換
に
は
制
約
が
あ
る
）
が
明
文
を
も
っ
て
認
め
ら
れ
た
（
商
二
二
二
条
）
が
、
会
社
側
か
ら
の
一
斉
転

換
は
で
ぎ
な
い
も
の
と
解
さ
れ
て
い
た
。
今
回
の
改
正
に
お
い
て
は
、
右
の
会
社
側
か
ら
の
一
斉
転
換
を
取
締
役
会
決
議
に
よ
っ
て
な
し

得
る
こ
と
と
し
（
改
正
法
二
一
三
条
一
項
）
、
㈲
に
つ
い
て
は
、
額
面
株
式
も
無
額
面
株
式
も
原
則
と
し
て
発
行
価
額
の
総
額
、
少
な
く

と
も
そ
の
二
分
の
一
（
額
面
株
式
に
お
い
て
、
そ
の
額
が
券
面
額
未
満
で
あ
る
と
ぎ
は
券
面
額
）
以
上
が
資
本
の
額
と
な
る
も
の
と
さ
れ

た
（
改
正
法
二
八
四
条
ノ
ニ
）
。
更
に
、
額
面
株
式
の
最
低
金
額
の
制
度
を
設
立
時
を
除
い
て
廃
止
す
る
と
共
に
、
設
立
時
に
お
け
る
無

額
面
株
式
の
発
行
価
額
を
額
面
株
式
と
同
様
に
五
万
円
以
上
と
し
（
改
正
法
一
六
六
条
二
項
、
一
六
八
条
ノ
三
）
、
額
面
株
式
と
無
額
面

株
式
の
接
近
が
図
ら
れ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
改
正
法
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
、
無
額
面
株
式
の
発
行
が
促
進
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
今
後
の
問
題
で
あ

る
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
改
正
法
に
よ
り
無
額
面
株
式
の
魅
力
が
増
し
た
と
も
思
え
な
い
の
で
、
額
面
株
式
が
無
額
面
株
式
に
一
斉
転
換



し
た
り
、
無
額
面
株
式
の
発
行
が
増
加
す
る
と
も
思
え
な
い
。
額
而
株
式
と
無
額
而
株
式
と
を
こ
こ
ま
で
接
近
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
い

っ
そ
の
こ
と
こ
れ
を
一
本
化
し
て
し
ま
っ
た
方
が
簡
明
で
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
、
額
面
株
式
制
度
を
廃
止
し
た

か
ら
と
い
っ
て
、
既
発
行
の
株
券
を
回
収
す
る
よ
う
な
こ
と
な
く
、
こ
れ
を
新
株
券
と
み
な
す
等
の
手
当
を
す
れ
ば
、
さ
ほ
ど
混
乱
な
く

実
施
で
ぎ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
改
正
法
施
行
後
に
お
い
て
、
額
面
株
式
と
無
額
面
株
式
に
実
質
上
の
相
違
が
現
れ
る
の
は
、
ω
額
面
株
式
は
そ
の
発
行
価
額
を
券
面
額

未
満
に
で
き
な
い
が
、
無
額
面
株
式
に
は
制
限
が
な
い
こ
と
、
働
新
株
発
行
に
お
い
て
、
無
額
面
株
式
の
資
本
組
入
額
が
発
行
価
額
の
二

分
の
一
以
上
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
額
面
株
式
で
は
、
同
じ
く
発
行
価
額
の
二
分
の
一
以
上
で
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
券
面
額
以
上
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
の
二
点
で
あ
る
。

　
額
面
株
式
制
度
を
廃
止
し
て
無
額
面
株
式
に
一
本
化
す
る
場
合
に
、
ω
に
つ
い
て
は
、
発
行
価
額
の
一
部
が
資
本
金
に
な
る
か
資
本
準

備
金
に
な
る
か
で
あ
っ
て
、
実
質
的
に
は
何
も
問
題
は
な
い
。
ω
に
つ
い
て
も
、
改
正
法
の
も
と
に
お
い
て
、
準
備
金
の
資
本
組
入
れ
や

株
式
分
割
に
よ
る
新
株
発
行
等
で
は
、
新
株
発
行
後
の
一
株
当
り
の
純
資
産
額
が
五
万
円
を
割
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い

る
（
改
正
法
二
八
○
条
ノ
九
ノ
ニ
第
一
項
、
二
九
三
条
ノ
三
第
二
項
、
二
九
三
条
ノ
三
ノ
ニ
第
二
項
、
二
九
三
条
ノ
四
第
二
項
）
が
、
新

株
発
行
に
お
け
る
無
額
面
株
式
の
発
行
価
額
に
は
最
低
額
の
制
限
は
な
く
、
ま
た
、
株
式
分
割
に
よ
り
額
面
金
額
が
五
万
円
未
満
の
額
と

な
っ
た
と
き
は
、
五
万
円
未
満
の
額
に
よ
る
額
面
株
式
の
新
株
発
行
も
あ
り
得
る
の
で
、
一
株
当
り
の
純
資
産
額
が
五
万
円
以
上
と
い
う

こ
と
が
常
に
守
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
更
に
、
額
面
株
式
と
無
額
面
株
式
の
併
行
発
行
を
認
め
る
以
上
、
一
株
当
り
の
純
資
産
額
が
額

面
金
額
を
下
廻
る
こ
と
に
な
る
場
合
も
あ
り
得
る
の
で
あ
っ
て
、
あ
ま
り
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
。
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改
正
商
法
施
行
後
の
株
式
制
度

四
四

五
　
端
株
制
度

改
正
法
は
新
た
に
端
株
の
制
度
を
取
り
入
れ
た
。
従
来
、
株
式
は
株
主
の
地
位
の
単
位
と
し
て
、
株
式
不
可
分
の
原
則
に
よ
っ
て
端
株

の
存
在
を
認
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
改
正
に
お
い
て
は
、
現
行
の
株
式
単
位
に
比
し
て
大
幅
な
単
位
引
上
げ
と
な
っ
た

の
で
、
株
式
の
併
合
、
分
割
、
無
償
交
付
、
株
主
割
当
に
よ
る
新
株
発
行
、
株
式
配
当
等
に
お
い
て
、
多
量
の
端
株
が
発
生
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
こ
の
場
合
、
従
来
ど
お
り
端
株
を
合
せ
て
一
株
と
し
、
そ
の
換
価
代
金
を
端
株
主
に
分
配
す
る
こ
と
に
す
る
と
、
従
来
の
株

主
の
持
株
比
率
の
維
持
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
、
一
時
に
多
量
の
株
式
を
処
分
す
る
た
め
株
価
の
低
下
を
招
く
こ
と
等
を
考
慮

し
、
端
株
の
存
在
を
肯
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
改
正
法
に
よ
る
端
株
制
度
は
、
大
要
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
新
端
株
制
度
が
適
用
さ
れ
る
会
社
は
、
ω
改
正
法
施
行
後
の

新
設
会
社
、
＠
改
正
法
施
行
前
の
会
社
で
額
面
株
式
一
株
の
金
額
が
五
万
円
以
上
で
あ
る
か
、
一
株
当
り
の
純
資
産
額
が
五
万
円
以
上
の

会
社
（
改
正
法
施
行
後
株
式
併
合
等
に
よ
り
こ
れ
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
も
含
ま
れ
る
）
、
で
あ
る
（
附
則
六
条
）
。
こ
れ
ら
の

会
社
に
お
い
て
は
、
端
株
原
簿
な
る
も
の
を
備
え
、
記
名
株
式
に
つ
い
て
一
株
の
一
〇
〇
分
の
一
の
整
数
倍
に
当
る
端
株
が
生
じ
た
と
き

は
、
会
社
の
定
め
る
一
定
の
期
日
ま
で
に
端
株
原
簿
に
記
載
を
欲
し
な
い
旨
申
出
が
あ
っ
た
も
の
を
除
ぎ
、
端
株
原
簿
に
、
ω
端
株
主
の

氏
名
及
び
住
所
、
ω
各
端
株
主
の
有
す
る
端
株
の
額
面
無
額
面
の
別
、
種
類
及
び
一
株
に
対
す
る
割
合
、
㈹
各
端
株
の
取
得
の
年
月
日
、

を
記
載
す
る
（
改
正
法
二
三
〇
条
ノ
ニ
第
二
項
）
。
従
っ
て
、
一
株
の
一
〇
〇
分
の
一
未
満
の
端
数
株
、
端
株
原
簿
に
記
載
を
欲
し
な
い

旨
を
申
出
た
者
の
端
数
株
お
よ
ぴ
無
記
名
株
式
に
対
す
る
端
数
株
は
、
従
前
ど
お
り
こ
れ
を
一
株
に
ま
と
め
て
換
価
し
、
そ
の
処
分
代
金



を
分
配
す
る
こ
と
に
な
る
（
改
正
法
二
九
三
条
ノ
ニ
、
二
九
三
条
ノ
三
、
二
九
三
条
ノ
三
ノ
ニ
、
二
九
三
条
ノ
三
ノ
六
、
二
九
三
条
ノ
四
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
改
正
法
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
端
株
は
、
一
株
の
一
〇
〇
分
の
一
の
整
数
倍
で
あ
り
、
そ
れ
は
端
株
原
簿
に
記
載
さ
れ
る

の
で
あ
る
が
、
端
株
主
は
端
株
券
の
発
行
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
端
株
券
は
無
記
名
式
で
、
こ
れ
を
他
に
交
付
し
て
譲
渡
す
る
こ

と
が
で
き
（
改
正
法
壬
二
〇
条
ノ
三
）
、
端
株
主
の
有
す
る
端
株
の
合
計
が
一
株
と
な
っ
た
と
き
は
、
株
主
と
し
て
の
地
位
を
取
得
す
る

こ
と
に
な
る
（
改
正
法
二
三
〇
条
ノ
八
）
。

　
端
株
主
の
権
利
は
、
原
則
と
し
て
は
、
株
式
の
消
却
、
併
合
、
分
割
又
は
無
償
交
付
に
よ
っ
て
金
銭
（
端
株
換
価
金
）
又
は
株
式
（
主

に
端
株
）
を
受
け
る
権
利
と
会
社
解
敵
の
場
合
に
残
余
財
産
の
分
配
を
受
け
る
権
利
の
み
で
あ
り
（
改
正
法
二
三
〇
条
ノ
四
）
、
定
款
に

定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
利
益
又
は
利
息
の
配
当
請
求
権
、
中
間
配
当
請
求
権
、
新
株
引
受
権
、
転
換
社
債
引
受
権
あ
る
い
は
新
株
引
受
権

付
社
債
の
引
受
権
が
認
め
ら
れ
る
（
改
正
法
二
三
〇
条
ノ
五
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
商
法
改
正
に
よ
る
端
株
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
改
正
試
案
の
段
階
で
は
、
従
来
の
端
株
処
分
代
金
の
分
配
の
方
法
と
一
株

に
す
る
た
め
の
買
増
請
求
を
認
め
る
方
法
を
選
択
で
き
る
制
度
が
提
案
さ
れ
た
が
、
事
務
処
理
の
困
難
性
か
ら
買
増
請
求
を
認
め
る
制
度

に
は
消
極
的
で
、
一
括
売
却
代
金
分
配
に
よ
る
処
理
を
望
む
意
見
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
商
事
法
務
七
九
八
号
一
二
頁
）
。
な
お
、

同
試
案
に
は
、
注
記
と
し
て
「
端
株
を
株
主
の
希
望
に
よ
り
一
株
に
ま
と
ま
る
ま
で
会
社
に
登
録
し
て
お
く
制
度
の
採
否
に
つ
い
て
は
、

振
替
決
済
制
度
と
と
も
に
検
討
す
る
」
と
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
後
十
分
な
討
議
が
さ
れ
た
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
突

如
と
し
て
、
法
律
案
要
綱
と
し
て
端
株
登
録
の
制
度
が
発
表
さ
れ
、
前
記
の
改
正
法
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
既
に
改
正
法
成
立
後
で
は
あ

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
私
見
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
た
い
。
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・
最
初
に
私
ご
と
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
十
数
年
前
に
某
社
の
株
式
一
〇
〇
〇
株
を
購
入
し
、
既
に
数
年
前
に
そ
の
一
〇
〇
〇
株
は
売
却
し
艶

た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
売
却
前
お
よ
び
売
却
後
に
新
株
の
割
当
が
あ
っ
て
、
現
在
一
六
五
株
が
手
許
に
残
っ
て
い
る
。
そ
の
間
何
度
と
な

く
証
券
会
社
を
通
じ
て
端
株
整
理
の
勧
誘
を
受
け
た
が
、
売
却
し
て
も
大
し
た
金
額
で
は
な
く
、
放
っ
て
お
い
て
も
配
当
金
は
銀
行
に
振

込
ま
れ
る
し
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
私
と
し
て
は
、
株
式
併
合
に
よ
り
こ
れ
が
全
部
換
価
処
分
さ
れ
、
そ
の
代
金
が

交
付
さ
れ
よ
う
が
、
一
部
端
株
と
し
て
残
さ
れ
よ
う
が
一
向
に
か
ま
わ
な
い
。
た
だ
、
端
株
に
利
益
の
分
配
が
な
さ
れ
な
い
と
す
れ
ぽ
、

直
ち
に
こ
れ
を
処
分
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
端
株
主
の
考
え
は
、
一
般
的
に
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
投
資
単
位
と
し
て
の
五
万
円
は
、
現
在
の
貨
幣
価
値
か
ら
い
っ
て
さ
ほ
ど
大
き
な
金
額
で
は
な
く
、
必
ず
し
も
端
株
の
登
録
、
端
株
券

の
発
行
を
認
め
る
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
現
実
の
五
〇
円
株
式
が
一
挙
に
五
万
円
株
式
と
な
る
場
合
を
考
え
る
と
、
こ
れ
を
す
べ

て
端
株
処
分
代
金
の
分
配
で
処
理
す
る
こ
と
に
多
少
の
抵
抗
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
従
っ
て
、
端
株
を
認
め
る
こ
と
に
絶
対
反
対
で
は

な
い
が
、
問
題
は
そ
の
単
位
と
処
理
、
処
遇
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
今
回
の
株
式
単
位
の
引
上
げ
が
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
貨
幣
価
値
の
下
落
に
よ
り
、
公
開
会
社
の
株
主
管
理
費
用
が
増
大

し
、
こ
れ
を
是
正
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
改
正
法
に
よ
る
端
株
制
度
（
当
分
の
間
は
単
位
株
制
度
）
に
よ
っ
て
、
新
た
に
端

株
原
簿
の
備
付
お
よ
び
端
株
券
の
発
行
が
強
制
さ
れ
、
株
主
（
端
株
主
を
含
む
）
管
理
費
用
は
減
少
す
る
ど
こ
ろ
か
増
加
す
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
な
っ
て
は
改
善
で
は
な
く
改
悪
で
あ
る
・

　
ま
ず
、
端
株
の
単
位
で
あ
る
が
、
改
正
法
は
こ
れ
を
一
株
の
一
〇
〇
分
の
一
の
整
数
倍
に
当
る
部
分
と
定
め
た
。
こ
れ
で
は
、
現
行
法

の
最
低
額
面
額
の
一
株
五
〇
〇
円
が
そ
の
ま
ま
端
株
と
し
て
存
続
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
現
在
の
一
株
か
ら
九
九
株
を
端
株
と
し
て



取
扱
い
、
権
利
に
差
等
を
設
け
た
に
過
ぎ
ず
、
何
ら
実
質
上
の
単
位
引
上
げ
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
五
〇
円
額
面
の
株
式
に

つ
い
て
は
、
一
株
か
ら
九
株
ま
で
が
消
滅
し
、
一
〇
株
か
ら
九
九
〇
株
ま
で
が
一
〇
株
単
位
で
端
株
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
場
合

は
、
僅
か
に
単
位
が
引
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
は
な
る
。

　
端
株
な
る
も
の
は
、
そ
の
性
格
上
、
一
株
と
す
る
た
め
の
暫
定
的
な
地
位
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
株
の
一
〇
〇
分
の
一
の
整
数
倍

に
当
る
部
分
を
端
株
と
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
株
の
一
〇
〇
分
の
一
を
所
有
す
る
端
株
主
か
ら
一
株
の
一
〇
〇
分
の
九
九
を
所
有
す
る

端
株
主
ま
で
九
九
と
お
り
の
端
株
主
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
端
株
券
の
発
行
に
お
い
て
も
多
種
類
の
端
株
券
の
発
行
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
に
お
い
て
は
、
新
株
発
行
の
都
度
端
株
主
は
増
加
す
る
一
方
で
あ
っ
て
、
端
株
主
の
減
少
を
期
待
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　
私
見
に
よ
れ
ば
、
端
株
は
一
株
の
一
〇
分
の
一
の
整
数
借
に
当
る
部
分
と
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
端
株
主
は
○
・
一
株
か
ら

O
・
九
株
ま
で
の
九
種
類
に
過
ぎ
ず
、
端
株
券
の
発
行
も
〇
二
株
券
の
み
と
す
れ
ば
、
経
費
の
節
減
に
も
な
る
。
こ
の
よ
う
な
端
株
で

あ
れ
ば
、
端
株
主
も
容
易
に
こ
れ
を
一
株
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
、
端
株
主
の
減
少
を
見
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
昭
和
五
五
年
度
の
増
資
白
書
（
商
事
法
務
九
一
〇
号
）
に
よ
れ
ば
、
株
主
割
当
の
新
株
発
行
に
お
け
る
旧
株
に
対
す
る
割
当
率
は
、
三

九
社
中
○
・
一
の
整
数
倍
の
も
の
が
二
八
社
（
七
一
・
八
パ
璽
セ
ン
ト
）
で
、
他
は
○
・
一
五
、
○
・
二
五
あ
る
い
は
三
対
一
と
い
う
も

の
で
あ
る
（
二
頁
）
。
無
償
交
付
は
、
三
九
七
社
中
○
・
一
の
整
数
倍
の
も
の
が
二
三
〇
社
（
五
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
、
○
・
〇

五
お
よ
び
○
・
一
五
、
○
・
二
五
の
も
の
を
合
わ
せ
る
と
三
六
六
社
（
九
二
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
達
す
る
（
四
〇
頁
）
。
株
式
配
当
は

四
社
し
か
な
い
が
、
う
ち
一
社
は
一
対
○
・
一
、
一
社
は
一
対
○
・
一
五
の
割
合
で
あ
る
（
四
八
頁
）
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
み
て
も
、
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端
株
は
一
株
の
一
〇
分
の
一
の
整
数
倍
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
換
価
を
要
す
る
端
株
が
さ
ほ
ど
増
加
す
る
と
は
思

え
な
い
。
か
え
っ
て
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
端
株
券
を
強
制
的
に
発
行
す
る
こ
と
に
す
れ
ば
、
改
正
法
に
よ
る
端
株
原
簿
に
記
載
を
欲
し

な
い
者
に
対
す
る
端
株
の
換
価
が
な
く
な
る
の
で
、
総
体
と
し
て
換
価
を
要
す
る
端
株
は
減
少
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
改
正
法
に
よ
る
端
株
原
簿
の
制
度
で
あ
る
が
、
端
株
を
生
ず
る
場
合
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
各
端
株
主
に
対
し
て
端
株
原
簿
に

記
載
を
欲
す
る
か
否
か
の
意
向
を
聴
取
し
た
上
、
各
端
株
主
ご
と
に
そ
の
意
向
に
従
っ
た
処
理
を
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
す
べ
て
の
端

株
を
株
主
名
簿
に
基
い
て
機
械
的
に
一
率
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
ぎ
な
い
。
ま
た
、
端
株
券
は
、
発
行
の
請
求
の
あ
っ
た
端
株
主
に
の
み

そ
の
都
度
発
行
交
付
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
の
も
と
に
お
い
て
は
、
端
株
原
簿
に
は
名
義
書
換
こ
そ
な
い
が
、
端
株
原
簿
の
管
理
お

よ
び
端
株
券
の
発
行
に
つ
い
て
は
多
大
な
事
務
量
が
見
込
ま
れ
、
そ
の
費
用
も
相
当
な
額
に
の
ぼ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
端
株
原
簿
の
制
度
は
廃
止
し
、
一
株
の
一
〇
分
の
一
の
整
数
倍
に
当
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
無
記
名
式
の
端
株
券
を
、
株
券

あ
る
い
は
金
銭
の
交
付
と
同
時
に
、
端
株
主
に
交
付
す
る
制
度
を
提
案
し
た
い
。
こ
れ
に
よ
り
端
株
原
簿
の
管
理
に
要
す
る
費
用
が
大
幅

に
節
減
で
ぎ
る
と
共
に
、
前
述
の
と
お
り
端
株
を
一
株
に
ま
と
め
る
こ
と
が
容
易
と
な
る
。

　
端
株
主
の
権
利
は
、
端
株
の
整
理
を
促
進
す
る
た
め
に
、
最
小
限
に
止
め
る
べ
ぎ
で
あ
っ
て
、
改
正
法
二
三
〇
条
ノ
五
の
如
き
権
利
は

認
め
る
べ
ぎ
で
は
な
い
。
残
余
財
産
の
分
配
を
受
け
る
権
利
は
当
然
認
め
ら
れ
る
が
、
改
正
法
二
三
〇
条
ノ
四
第
一
号
の
権
利
も
、
金
銭

を
受
け
る
権
利
の
み
と
し
、
端
株
券
を
ま
と
め
て
一
株
と
す
る
た
め
に
会
社
に
提
出
し
た
と
き
に
だ
け
行
使
し
得
る
こ
と
に
す
れ
ば
、
端

株
の
整
理
に
役
立
つ
と
共
に
、
権
利
行
使
に
伴
う
混
乱
を
防
止
し
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
端
株
の
制
度
は
、
比
較
法
的
に
み
る
と
西
独
株
式
法
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
法
に
存
在
す
る
。
西
独
株
式
法
二
一
三
条
に
よ
る
と
、
端
株
が



発
生
す
る
と
き
は
当
然
こ
れ
が
認
め
ら
れ
、
端
株
権
は
独
立
し
て
譲
渡
あ
る
い
は
相
続
の
対
象
と
は
な
る
が
、
端
株
券
は
発
行
さ
れ
ず
、

端
株
主
は
数
個
の
端
株
権
を
合
し
て
完
全
な
一
株
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
株
主
と
し
て
の
権
利
は
一
切
認
め
ら
れ
な
い
。
な
お
、
端
株
主
は
、

数
名
の
所
有
す
る
端
株
を
合
し
て
完
全
な
一
株
と
な
る
と
き
は
、
そ
の
数
名
が
共
同
し
て
一
株
と
し
て
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き

る
o　

ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
は
、
模
範
事
業
会
社
法
二
二
条
に
お
い
て
端
株
（
富
鼠
o
轟
謀
訂
弱
）
お
よ
び
仮
株
券
（
。
・
。
暑
）
の
規
定
が
設

け
ら
れ
、
そ
の
表
現
は
各
州
に
よ
っ
て
多
少
の
差
異
は
あ
る
が
、
多
く
の
州
に
お
い
て
こ
れ
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
最
も
す
ぐ
れ
た
立
法

の
一
つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
デ
ラ
ウ
ェ
ア
一
般
会
社
法
一
五
五
条
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
ω
　
会
社
は
端
株
を
発
行
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
発
行
し
な
く
て
も
よ
い
。

　
㈲
　
端
株
を
発
行
す
る
場
合
の
端
株
券
の
所
持
人
は
、
通
常
の
株
主
と
同
様
に
議
決
権
、
配
当
請
求
権
お
よ
び
財
余
財
産
分
配
請
求
権

　
　
を
有
す
る
。

　
⑥
　
端
株
を
発
行
し
な
い
場
合
に
は
、
④
端
数
の
持
分
権
者
に
対
し
て
そ
の
処
分
の
取
決
め
を
す
る
、
＠
端
数
持
分
に
つ
ぎ
そ
の
発
生

　
　
時
の
時
価
に
よ
り
現
金
を
支
払
う
、
の
仮
株
券
又
は
権
限
証
書
を
発
行
す
る
、
の
何
れ
か
の
措
置
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
㈲
　
仮
株
券
又
は
権
限
証
書
は
、
登
録
式
又
は
無
記
名
式
で
、
こ
れ
を
合
し
て
一
株
と
な
る
と
き
は
、
完
全
な
株
式
の
株
券
と
交
換
さ

　
　
れ
る
。
特
に
定
め
が
な
い
限
り
、
仮
株
券
又
は
権
限
証
書
の
所
持
人
に
は
、
端
株
券
の
所
持
人
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
権
利
は
与
え

　
　
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
取
締
役
会
は
、
仮
株
券
又
は
権
限
証
書
が
一
定
の
期
日
ま
で
に
株
券
と
交
換
さ
れ
な
い
と
ぎ
は
無
効
と
な
る
旨
、

　
　
会
社
は
端
数
を
と
り
ま
と
め
た
株
式
を
処
分
し
そ
の
売
得
金
を
仮
株
券
又
は
権
限
証
書
の
所
持
人
に
分
配
で
き
る
旨
そ
の
他
の
条
件
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を
付
し
て
仮
株
券
又
は
権
限
証
書
を
発
行
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
今
回
の
改
正
法
が
、
端
株
の
発
行
を
強
制
し
て
い
る
点
に
お
い
て
は
、
西
独
株
式
法
と
同
じ
で
あ
る
が
、
端
株
主
の
権
利
お
よ
び
端
株

券
の
発
行
の
点
に
お
い
て
は
こ
れ
と
異
な
る
。
端
株
主
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
端
株
券
の
所
持
人
の
有
す
る
権
利

と
仮
株
券
の
所
持
人
に
与
え
ら
れ
る
権
利
と
の
中
間
的
な
も
の
と
い
え
る
が
、
私
は
前
述
の
如
く
、
仮
株
券
の
所
持
人
に
与
え
ら
れ
る
権

利
に
近
い
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

六
　
単
位
株
制
度

　
改
正
法
は
、
株
式
単
位
の
引
上
げ
を
は
か
り
、
一
株
の
単
位
を
原
則
と
し
て
五
万
円
と
設
定
し
た
。
改
正
法
施
行
後
の
新
設
会
社
に
つ

い
て
は
、
こ
の
線
に
沿
っ
て
運
用
さ
れ
る
が
、
改
正
法
施
行
前
に
設
立
さ
れ
た
会
社
の
株
式
の
取
扱
い
が
間
題
と
な
る
。
改
正
法
は
こ
れ

に
つ
い
て
、
上
場
会
社
と
非
上
場
会
社
と
を
区
別
し
、
非
上
場
会
社
に
つ
い
て
は
、
株
式
単
位
の
引
上
げ
を
す
る
か
ど
う
か
を
各
会
社
の

自
由
な
判
断
に
ま
か
せ
る
こ
と
と
し
、
上
場
会
社
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
強
制
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
上
場
会
社
と
非
上
場
会
社
と
に
お
い
て
、
そ
の
株
式
の
取
扱
い
に
差
別
を
設
け
た
の
は
、
非
上
場
会
社
に
お
い
て
は
、

一
般
的
に
い
え
ば
、
株
式
単
位
の
引
上
げ
は
必
ず
し
も
必
要
と
さ
れ
な
い
し
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
会
社
は
、
株
式
併
合
に
よ
っ
て
容
易

に
こ
れ
を
引
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
て
、
上
場
会
社
に
お
い
て
は
、
各
社
と
も
株
主
管
理
の
費
用
等
の
関
係
か
ら
、
そ
の
引
上

げ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
を
各
社
の
自
治
に
ま
か
せ
る
と
き
は
、
株
価
形
成
の
面
な
ど
か
ら
、
そ
の

引
上
げ
の
実
行
が
困
難
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
昭
和
二
五
年
の
額
面
引
上
げ
に
お
い
て
実
証
ず
み
で
あ



る
α

　
そ
こ
で
改
正
法
は
、
そ
の
附
則
に
お
い
て
、
株
式
単
位
引
上
げ
の
暫
定
措
置
と
し
て
、
単
位
株
制
度
な
る
も
の
を
設
け
、
こ
れ
を
上
場

会
社
に
強
制
適
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
単
位
株
制
度
の
大
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の
単
位
株
制
度
が
適
用
さ
れ
る
会
社
は
、

証
券
取
引
所
に
上
場
さ
れ
て
い
る
株
式
を
発
行
す
る
会
社
（
上
場
会
社
）
と
定
款
に
よ
っ
て
株
式
の
一
単
位
を
定
め
た
非
上
場
会
社
で
あ

る
（
附
則
一
五
条
）
。
す
な
わ
ち
、
上
場
会
社
に
は
単
位
株
制
度
が
強
制
的
に
適
用
さ
れ
、
非
上
場
会
社
は
定
款
に
定
め
る
こ
と
に
よ
り

単
位
株
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
上
場
会
社
は
、
そ
の
後
上
場
が
廃
止
さ
れ
て
も
引
続
ぎ
単
位
株
制
度
は

適
用
さ
れ
、
一
度
単
位
株
制
度
を
採
用
し
た
非
上
場
会
社
も
、
そ
の
後
定
款
を
変
更
し
て
こ
れ
を
廃
止
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

　
単
位
株
制
度
は
、
将
来
別
に
法
律
で
定
め
ら
れ
る
一
定
の
日
に
株
式
併
合
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
併
合
予
定
の
株
式
の
数

を
一
単
位
と
し
、
一
単
位
を
併
合
後
の
一
株
と
同
様
に
取
扱
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
単
位
株
制
度
の
も
と
に
お
い
て
は
、

株
主
と
し
て
完
全
な
権
利
行
使
が
で
ぎ
る
者
は
一
単
位
以
上
の
数
の
株
式
を
有
す
る
者
に
限
ら
れ
、
し
か
も
、
そ
の
権
利
行
使
は
、
一
単

位
の
株
式
の
数
の
整
数
倍
の
株
式
に
限
り
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
単
位
の
数
に
満
た
な
い
数
の
株
式
は
、
単
位
未
満
株
式

と
し
て
、
ω
利
益
又
は
利
息
の
配
当
講
求
権
お
よ
び
中
間
配
当
請
求
権
、
㈲
株
式
の
消
却
、
併
合
、
分
割
、
転
換
、
会
社
の
合
併
、
無
償

交
付
に
よ
る
金
銭
又
は
株
式
を
受
け
る
権
利
、
⑥
新
株
、
転
換
社
債
又
は
新
株
引
受
権
付
社
債
の
引
受
権
、
㈲
残
余
財
産
分
配
請
求
権
、

⑥
無
記
名
株
式
の
記
名
株
式
へ
の
転
換
請
求
権
、
⑥
株
券
再
発
行
講
求
権
、
が
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
（
附
則
一
八
条
一
項
）
。
す
な

わ
ち
、
単
位
未
満
の
株
式
に
対
し
て
は
、
議
決
権
お
よ
び
単
独
株
主
権
や
少
数
株
主
権
等
の
共
益
権
の
行
使
は
一
切
認
め
ず
、
右
の
よ
う

な
自
益
権
の
み
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
総
会
の
決
議
や
少
数
株
主
権
の
行
使
に
お
い
て
、
単
位
未
満
株
式
の
合
計
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数
は
発
行
済
株
式
の
総
数
に
算
入
さ
れ
ず
（
附
則
二
〇
条
）
、
株
主
提
案
権
の
行
使
が
認
め
ら
れ
る
「
三
〇
〇
株
以
上
の
株
式
を
有
す
る

株
主
」
（
改
正
法
二
三
二
条
ノ
ニ
）
は
、
「
三
〇
〇
単
位
に
当
る
数
以
上
の
数
の
株
式
を
有
す
る
株
主
」
と
な
り
、
抱
合
せ
増
資
や
無
償
交

付
お
よ
び
株
式
分
割
の
場
合
に
お
け
る
一
株
当
り
の
純
資
産
額
五
万
円
以
上
と
い
う
制
限
は
、
一
株
当
り
の
純
資
産
額
に
一
単
位
の
株
式

の
数
を
乗
じ
た
額
が
五
万
円
以
上
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
（
附
則
二
一
条
）
。

　
し
か
も
、
単
位
株
制
度
の
も
と
で
な
さ
れ
る
各
種
の
新
株
発
行
に
お
い
て
は
、
有
償
で
あ
る
と
無
償
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
単
位
未
満

の
株
式
に
つ
い
て
は
新
株
券
の
発
行
は
な
さ
れ
ず
、
株
主
名
簿
に
そ
の
数
が
記
載
さ
れ
る
だ
け
と
な
る
（
附
則
一
八
条
二
項
）
。
そ
し
て
、

単
位
未
満
株
式
を
譲
り
受
け
た
者
は
、
既
に
株
主
名
簿
上
の
株
主
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
取
得
株
式
の
合
計
数
が
一
単
位
の
株
式
の
数
以

上
と
な
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
名
義
書
換
は
許
さ
れ
な
い
（
附
則
一
八
条
三
頂
）
。

　
こ
の
よ
う
な
単
位
未
満
株
式
を
有
す
る
株
主
は
、
一
単
位
の
株
式
の
数
に
不
足
す
る
単
位
未
満
株
式
を
取
得
し
て
、
一
単
位
と
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
望
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
単
位
未
満
株
式
を
会
社
に
買
取
る
よ
う
請
求
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ

の
買
取
価
格
は
、
上
場
会
社
の
株
式
に
つ
い
て
は
、
買
取
請
求
の
目
の
証
券
取
引
所
に
お
け
る
最
終
価
格
と
さ
れ
る
の
で
あ
ま
り
問
題
は

な
い
が
、
非
上
場
会
社
の
株
式
に
つ
い
て
は
、
株
主
と
会
社
と
の
協
議
に
よ
り
決
め
る
が
、
協
議
が
調
わ
な
い
と
き
は
、
請
求
の
日
か
ら

二
〇
日
以
内
に
裁
判
所
に
買
取
価
格
決
定
の
請
求
を
し
、
裁
判
所
の
決
定
に
よ
っ
て
買
取
価
格
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
右

期
間
内
に
裁
判
所
に
価
格
決
定
の
請
求
が
な
さ
れ
な
い
と
ぎ
は
、
最
終
の
貸
借
対
照
表
に
よ
る
一
株
当
り
の
純
資
産
額
に
よ
っ
て
算
出
さ

れ
る
額
が
売
買
価
格
と
な
る
（
附
則
一
九
条
）
。

　
次
に
、
一
単
位
の
株
式
の
数
で
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
は
、
五
〇
円
額
面
株
式
発
行
会
社
に
お
い
て
は
一
〇
〇
〇
株
、
五
〇
〇
円
額
面



株
式
発
行
会
社
に
お
い
て
は
一
〇
〇
株
と
い
う
よ
う
に
、
額
面
総
額
が
五
万
円
と
な
る
よ
う
な
数
で
あ
る
が
、
定
款
に
定
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
れ
と
異
な
る
株
式
の
数
を
一
単
位
と
す
る
こ
と
も
で
ぎ
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
に
は
、
一
株
当
り
の
純
資
産
額
に
一
単
位
の

株
式
の
数
を
乗
じ
た
額
が
五
万
円
以
上
と
な
る
よ
う
な
数
で
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
非
上
場
会
社
に
お
い
て
は
、
右
の
何
れ
の
場
合
に
お

い
て
も
、
定
款
で
一
単
位
の
株
式
の
数
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
附
則
一
六
条
）
。
な
お
、
こ
の
一
単
位
の
株
式
の
数
は
登
記
事
項

で
あ
る
（
附
則
一
七
条
）
。

　
こ
の
よ
う
な
単
位
株
制
度
に
対
し
て
私
見
を
述
べ
る
と
、
私
は
も
と
も
と
単
位
株
制
度
に
は
反
対
で
あ
り
、
株
式
併
合
に
よ
る
額
面
引

上
げ
を
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
（
商
事
法
務
五
七
九
号
五
頁
、
本
誌
二
一
巻
一
号
六
六
頁
）
、
改
正
法
に
よ
っ
て
株
式
の
単
位
引
上

げ
が
は
か
ら
れ
、
し
か
も
株
式
併
合
に
よ
る
額
面
引
上
げ
に
お
い
て
、
併
合
に
適
す
る
数
を
記
載
し
た
旧
株
券
を
併
合
後
の
新
株
券
と
し

て
流
用
で
き
る
制
度
が
認
め
ら
れ
、
経
費
の
節
減
と
株
式
流
通
の
停
滞
を
防
止
し
得
る
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
ご
れ
に
よ

れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
一
方
、
上
場
会
社
に
お
い
て
は
、
確
か
に
株
式
単
位
の
引
上
げ
を
各
社
一
斉
に
強
制
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
知
れ

な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
上
場
会
社
に
つ
い
て
は
、
附
則
を
も
っ
て
株
式
の
併
合
を
定
め
、
改
正
法
施
行
の
日
に
株
式
併
合
の
効
力
が
生
ず

る
も
の
と
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
今
回
の
改
正
に
お
い
て
は
、
新
た
に
端
株
の
制
度
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
株

式
併
合
に
よ
り
端
株
と
な
る
旧
株
式
の
株
券
は
、
株
式
併
合
後
の
新
端
株
券
と
し
て
流
通
を
認
め
る
こ
と
に
す
れ
ぽ
、
株
券
提
供
等
に
さ

ほ
ど
の
混
乱
も
な
く
株
式
併
合
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
五
〇
〇
円
額
面
株
式
発
行
会
社
に
お
い
て
は
、

株
式
併
合
に
よ
り
換
価
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
端
株
は
一
切
生
ぜ
ず
、
併
合
前
の
九
九
株
以
下
の
株
式
は
す
べ
て
改
正
法
に
よ
る
端

株
と
な
り
、
五
〇
円
額
面
株
式
発
行
会
社
に
お
い
て
は
、
株
式
併
合
に
よ
り
一
株
か
ら
九
株
ま
で
の
株
式
の
み
が
換
価
を
要
す
る
端
株
と
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な
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
単
位
株
制
度
は
、
相
当
の
期
間
内
に
単
位
未
満
株
式
を
整
理
減
少
さ
せ
た
上
、
株
式
併
合
を
行
わ
ん
と
す
る
趣
旨
で
制
定
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、
単
位
未
満
株
式
に
買
取
誇
求
権
が
認
め
ら
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
実
効
が
上
が
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
り
、
仮

り
に
単
位
未
満
株
式
が
あ
る
程
度
減
少
し
た
と
こ
ろ
で
、
残
存
す
る
単
位
未
満
株
式
は
新
制
度
の
端
株
と
な
っ
て
存
続
し
、
折
角
単
位
未

満
株
を
整
理
し
て
単
位
株
と
な
っ
た
株
主
も
、
併
合
後
に
無
償
交
付
や
株
主
割
当
の
新
株
発
行
が
な
さ
れ
れ
ぱ
、
単
位
未
満
株
式
に
代
っ

て
端
株
を
所
有
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
単
位
株
制
度
は
た
だ
株
式
併
合
の
時
期
を
ず
ら
す
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
株
式
制
度
が
複
雑
に
な
り
、
株
主
に

混
乱
を
生
じ
さ
せ
、
会
社
に
経
費
負
担
の
増
加
を
も
た
ら
す
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
考
え
る
。
端
株
の
制
度
が
な
け
れ
ば
、
単
位
株
制
度
も

暫
定
措
置
と
し
て
意
義
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
端
株
制
度
を
設
け
た
以
上
単
位
株
制
度
の
必
要
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。

七
　
自
己
株
規
制

　
自
己
株
取
得
の
規
制
に
関
し
、
現
行
法
の
緩
和
を
要
望
す
る
声
も
あ
っ
た
が
、
改
正
法
は
、
基
本
的
に
は
現
行
法
を
維
持
し
な
が
ら
、

こ
れ
に
関
連
し
て
若
干
の
改
正
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
自
己
株
の
質
受
け
に
関
し
て
、
現
行
法
は
自
己
株
取
得
と
全
く
同
様
に
こ
れ
を
禁
止

し
て
い
る
が
、
改
正
法
は
、
こ
れ
を
発
行
済
株
式
総
数
の
二
〇
分
の
一
の
範
囲
内
で
自
由
に
認
め
る
こ
と
に
し
た
（
改
正
法
二
一
〇
条
一

項
）
。
こ
れ
は
、
自
己
株
担
保
で
も
、
無
担
保
の
債
権
よ
り
ま
だ
よ
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
単
位
未



満
株
式
に
買
取
請
求
権
が
認
め
ら
れ
た
の
で
（
附
則
一
九
条
一
項
）
、
自
己
株
取
得
禁
止
が
除
外
さ
れ
る
株
式
買
取
の
場
合
と
し
て
、
こ

の
単
位
未
満
株
式
の
取
得
が
追
加
さ
れ
た
（
附
則
一
九
条
六
項
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
子
会
社
が
親
会
社
の
株
式
を
取
得
す
る
こ
と
が
自
己
株
取
得
と
な
る
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
、
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト

子
会
社
の
場
合
に
は
、
こ
れ
を
親
会
社
と
同
一
視
し
、
自
己
株
取
得
と
な
る
と
解
し
得
る
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
、
現
行
法
の
も
と

で
は
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
に
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
改
正
法
は
、
子
会
社
の
親
会
社
株
式
の
取
得
に
関
し
一
箇
条
を
設

け
、
こ
れ
を
禁
止
す
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
（
改
正
法
二
二
条
ノ
ニ
）
。

　
親
会
社
・
子
会
社
の
定
義
は
現
行
法
と
同
じ
で
あ
り
、
甲
会
社
が
乙
株
式
会
社
の
発
行
済
株
式
総
数
の
過
半
数
に
当
る
株
式
又
は
乙
有

限
会
社
の
資
本
の
過
半
に
当
る
出
資
口
数
を
有
す
る
場
合
に
、
甲
会
社
を
親
会
社
と
い
い
、
乙
会
社
を
子
会
社
と
い
う
。
更
に
、
右
の
乙

会
社
が
、
単
独
で
又
は
甲
会
社
と
乙
会
社
と
で
合
せ
て
、
丙
株
式
会
社
の
発
行
済
株
式
総
数
の
過
半
数
に
当
る
株
式
又
は
丙
有
限
会
社
の

資
本
の
過
半
に
当
る
出
資
口
数
を
有
す
る
場
合
も
、
丙
会
社
か
ら
み
て
、
甲
会
社
を
親
会
社
と
い
う
。

　
そ
し
て
、
子
会
社
は
親
会
社
の
株
式
を
、
ω
合
併
又
は
他
の
会
社
の
営
業
全
部
の
譲
受
け
に
よ
る
と
ぎ
、
⑧
会
社
の
権
利
の
実
行
に
当

り
そ
の
目
的
を
達
す
る
た
め
必
要
な
と
き
、
以
外
は
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
右
の
場
合
に
も
、
相
当
の
時
期
に
取
得
し
た
親
会
社
の

株
式
を
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
乙
会
社
が
甲
会
社
の
株
式
を
所
有
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
後
甲
会
社
が
乙
会
社
の
法
律

上
の
親
会
社
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
乙
会
社
は
そ
れ
を
知
っ
て
か
ら
相
当
の
時
期
に
、
甲
会
社
の
株
式
を
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
る
。
改
正
法
施
行
時
に
、
子
会
社
が
親
会
社
の
株
式
を
所
有
し
て
い
る
と
ぎ
も
同
様
で
あ
る
（
附
則
四
条
一
項
）
。

　
次
に
、
法
律
上
の
親
会
社
子
会
社
の
関
係
に
ま
で
至
ら
な
い
会
社
間
に
お
け
る
株
式
の
持
合
い
に
つ
い
て
、
現
行
法
は
何
ら
規
定
を
設
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け
て
い
な
い
が
、
そ
の
弊
害
の
生
ず
る
こ
と
は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
今
回
の
改
正
法
で
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
そ
の
取
得
を
禁

ず
る
の
で
は
な
く
、
議
決
権
行
使
の
面
か
ら
こ
れ
を
規
制
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
甲
会
社
が
乙
株
式
会
社
の
発
行
済
株
式
総

数
の
四
分
の
一
を
超
え
る
株
式
又
は
乙
有
限
会
社
の
資
本
の
四
分
の
一
を
超
え
る
出
資
口
数
を
有
す
る
場
合
に
は
、
乙
会
社
の
所
有
す
る

甲
会
社
の
株
式
に
つ
い
て
は
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
右
の
場
合
に
お
い
て
、
乙
会
社
の
四
分
の
一
を
超

え
る
株
式
又
は
出
資
目
数
を
、
甲
会
社
の
子
会
社
が
所
有
す
る
と
き
も
、
甲
会
社
と
そ
の
子
会
社
と
で
合
せ
て
所
有
す
る
と
き
で
も
、
同

様
な
取
扱
い
を
受
け
る
（
改
正
法
二
四
一
条
三
項
）
。

　
従
っ
て
、
子
会
社
が
親
会
社
の
株
式
を
所
有
す
る
場
合
も
、
当
然
、
子
会
社
は
親
会
社
の
株
式
に
つ
き
議
決
権
を
有
せ
ず
、
又
、
甲
会

社
は
乙
会
社
の
株
式
を
、
乙
会
社
は
甲
会
社
の
株
式
を
、
共
に
発
行
済
株
式
総
数
の
四
分
の
一
を
超
え
て
所
有
す
る
と
ぎ
は
、
甲
会
社
の

有
す
る
乙
会
社
の
株
式
も
、
乙
会
社
の
有
す
る
甲
会
社
の
株
式
も
、
共
に
議
決
権
を
有
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
改
正
試
案
に
お
い
て
は
、

甲
会
社
が
乙
会
社
の
一
〇
分
の
一
を
超
え
る
株
式
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
甲
会
社
は
乙
会
社
に
そ
の
旨
通
知
し
、
右
の
通
知
を
受
け
た

乙
会
社
は
、
そ
の
所
有
す
る
甲
会
社
の
株
式
に
つ
い
て
、
そ
の
二
〇
分
の
一
を
超
え
る
分
に
つ
い
て
は
議
決
権
の
行
使
が
で
き
な
い
と
さ

れ
、
共
に
一
〇
分
の
一
を
超
え
て
相
手
方
会
社
の
株
式
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
先
に
通
知
を
受
け
た
会
社
の
所
有
す
る
株
式
の
み
が
制

限
を
受
け
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
改
正
法
の
方
が
明
確
で
あ
り
、
優
れ
て
い
る
。


